
中山間地域等直接支払交付金 

平成２９年度実績及び平成３０年度の事業推進について 

平成３０年７月３１日

埼玉県農林部農業ビジネス支援課 

Ⅰ 平成２９年度実績 

（取り組み内訳） 

※埼玉県内でＢ要件を選択した協定はナシ

Ⅱ 平成３０年度推進方策 

（１）市町村担当者会議の開催による制度の周知

（２）平成３１年度の制度の最終年評価に向けた事務指導及び最終年評価の事前周 

  知 

（３）新規地区の掘り起こし、集落協定書（集落の事業計画書）の作成及び更新の 

  ための指導 

集落協定 個別協定

13 62 59 3 1,483人 347ha 30,887千円

交付市町村数 協定締結数
内訳

協定参加者総数 交付面積 交付金額

協定数 面積

59 293ha

10 37ha

49 256ha

2 5ha

0 0ha

47 251ha

3 54ha

　Ｃ要件（集団的かつ持続可能な体制整備）

○ 個別協定

○ 集落協定

　基礎単価（単価の８割を交付）

　体制整備単価（単価の１０割を交付）

　Ａ要件（農業生産性の向上）

　Ｂ要件（女性・若者等の参画を得た取組）





 



 



 



 



 



 



中山間地域等直接支払制度実施地区について（秩父市・沢戸地区） 

平成３０年７月３１日 

１ 集落協定の概要 

市町村・協定名 秩父市・沢戸集落協定 

協定面積 

7.3ha 
畑・急傾斜 7.3ha 

交付金額 

1,259千円 
個人配分 100％ 

協定参加者 農業者 35名  うち女性 7名   

活動内容 

耕作放棄地発生防止のための活動 

 …農地の法面管理 

多面的機能を増進する活動 

…周辺林地の下草刈 

農業生産活動等の体制整備として取り組むべき事項 

 …集団的かつ持続可能な体制整備（集落ぐるみ型 Ｃ要件） 

超急傾斜農地保全管理加算 

 …法面の維持・補修及びパンフレット作成・イベントにおける PR 

２ 協定農用地について 

  ・ 協定農用地は傾斜がきつい山の斜面に存在し、農用地のほとんどが 20°以上の超急傾斜 

   の畑で、歩くのも困難なほど農業生産条件が不利な地域となっている。 

  ・ 生産条件が不利な中、協定農用地の維持・管理のためユズ、カキ、カボスなどの果樹等を 

   栽培している。 

 

                         

 

 

 

 

 

 埼玉県 

秩父市吉田沢戸地区 

（現地３） 

※畑、超急傾斜地（傾斜 20°以上） 

10ｍ 

3.6ｍ 

以上 



○
果
樹
生
産
は
、
こ
れ
ま
で
自
家
消
費
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
超
急
傾
斜
農
地

保
全
管
理
加
算
の
取
組
開
始
を
契
機
に
、
平
成

2
8
年
度
か
ら
「
吉
田
よ
い
と
こ
祭
」

や
「
彩
の
国
食
と
農
林
業
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
」
で
本
制
度
の
活
動
を
パ
ネ
ル
展
示

し
、
収
穫
さ
れ
る
農
産
物
（
カ
ボ
ス
等
）
の

P
R
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
直
売
所
へ
の

出
荷
を
開
始
。
あ
わ
せ
て
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
直
売
所
で
配
布
。

○
こ
れ
ま
で
自
家
消
費
し
て
い
た
果
樹
が
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
収
入
に
つ
な
が
り
、
農
業
者

の
生
産
意
欲
が
拡
大
。
今

後
、
作
業
環
境
を
改
善
し
生
産
量
を
増
や
す
た
め
、
小

型
運
搬
車
等
が
通
行
で
き
る
農
作
業
道
を
新
設
・
管
理
し
、
果
樹
の
植
栽
及
び
獣

害
対
策
用
ネ
ッ
ト
の
拡
大
を
予
定
。

○
農
産
物
直
売
所
等
で
の
販
売
収
入
の
増
加
に
繋
げ
る
た
め
、
「
天
空
だ
ん
べ
ぇ

石
間
協
議
会
」
と
連
携
し
、
果
樹
の
栽
培
、
剪
定
等
講
習
会
を
実
施
。

〇
超

急
傾

斜
農

地
保
全
管
理
加
算
の
取
組
開
始

を
契

機
に
、
収

穫
物

の
直
売

を
開

始
し
、
農

業
者
の
生
産
・販

売
意
欲
が
拡
大
。

取
組
の
特
色

○
当
地
区
は
、
埼
玉
県
秩
父
市
の
北
部
に
位
置
す
る
険
し
い
山

肌
に
拓
け
た
山
間
集
落
で
自
家
消
費
用
の
果
樹
や
野
菜
を
栽
培
。

○
平

成
1
2
年
度
か
ら
取
組
を
開
始
し
、
集
落
ぐ
る
み
で
農
地
の
維
持

管
理
を
実
施
。
共
同
活
動
と
し
て
、
農
道
・
耕
作
道
の
保
全
管
理
等

を
実

施
し
、
機
械
作
業
時
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
お
り
、
平
成

2
7
年

度
か
ら
は
超
急
傾
斜
農
地
保
全
管
理
加
算
に
取
組
み
。

○
農

業
者
が
安
心
し
て
営
農
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
た
め
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
等
へ
の
獣
害
対
策
が
大
き
な
課
題
。

○
平
成
2
7
年
度
に
吉
田
石
間
地
区
で
「
天
空
だ
ん
べ
ぇ
石
間
協

議
会
」
を
組
織
。
当
協
定
も
構
成
員
と
な
り
周
辺
集
落
と
と
も

に
農
村
文
化
の
継
承
と
農
地
・
資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性

化
に
取
組
み

。

地
区
の
概
要

【
直
売
所
で
の
販
売
】

超
急
傾
斜

農
地

保
全

管
理

加
算
の
取
組

（
埼
玉

県
秩
父
市

吉
田
石

間
沢

戸
集

落
協

定
）

【
収

穫
前

の
カ
ボ
ス
】

【
共
同
作
業

（
農

道
管

理
）
】

【
地

区
の

外
観

】

ち
ち

ぶ
し

よ
し
だ

い
さ
ま

さ
わ

ど

さ
い
の
く
に

（
取
組

事
例

）
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